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はじめに

　現在，イスタンブルのイムラホル=イリアス
=ベイ通り付近にあるイムラホル=ジャーミは，
ビザンツ帝国時代に首都コンスタンティノープ
ルの南西隅の黄金門付近にあったストゥディオ
ス修道院の遺構である。この修道院の正式な名
称は，ストゥディオスの先触れ人修道院であり，
ストゥディオスが創設者の名前を，先触れ人が
記念された聖人，洗礼者ヨハネを示している。
ストゥディオス修道院は，５世紀半ばに洗礼者
ヨハネを祀る聖堂が建設され，直後に修道院と
なったイスタンブルに現存する最古の修道院建
築遺構というだけではなく，９世紀前半の第２
次イコン破壊運動に激しく抵抗した修道院長セ
オドロスを筆頭にその修道士たちが約千年に及
ぶその歴史の中で多くの史料を残した点で歴史
研究にとって重要である。しかしながら，現在
のところ，ストゥディオス修道院に関する包括
的な研究は存在せず，その史料に関する解題も
かなり古くなってしまっている（1）。そのため，
本稿では，ストゥディオス修道院研究のために，
現在利用可能な史料の紹介を行う。むろん，筆
者の知見には限界があり，その興味によって偏
りのあることも認めざるを得ないが，本格的な
研究の取り組みの第一歩となることを目標とす
る。

Ⅰ. 修道院の創設

　ストゥディオス修道院の創設文書が現存して
いないため，その創設の経緯と時期に関して明

確な説明をすることは難しい。創設に関して言
及するいくつかの文献史料の中で最も有名な
『証聖者セオファニス年代記』では（2），創世暦
5955年すなわち西暦462年９月から463年10月の
間にストゥディオスによる聖堂（ ）建設
と修道士の定住が報告されている。しかし，８
世紀後半から９世紀初めの聖人セオファニスの
名前に帰されているこの年代記は，必ずしも彼
単独の著書ではなく，特に年代に関しては正確
さを欠いている。該当の箇所も西のローマ皇帝
リビウス=セウェルスの即位年となっている
が，実際の即位は461年であった。本書を英訳
したC. マンゴ（Mango）は，この部分で『証聖
者セオファニス年代記』の著者が利用した文献
が518年以降に読師セオドロスによって執筆さ
れた『教会史』であると指摘した（3）。セオドロ
スの記事では，コンスタンティノープル総主教
イェンナディオスの在職中（458 – 471年）の出
来事としており，その次に聖ダニエルの柱上り
（460年）の記事が続いているので（4），修道院創
設は458年から460年の間に位置する。しかし，
880年から900年頃コンスタンティノープルの碑
文から写し取られた『ギリシア詞華集』第１巻
第４節ではストゥディオスが聖堂建設の恩賞と
して「コンスルの束桿（ ）」を
与えられたとされている（5）。この詩がいつ書か
れたかは，不明だがストゥディオスという人物
が454年には東のコンスルに就任していたこと
が６世紀の二つの年代記『復活祭年代記』と『伯
マルケリヌス年代記』によって示されているの
で（6），聖堂建設は少なくとも454年以前になる。
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この二つの年代記は，前年453年の項にシリア
の都市エメサ（現ヒムス／ホムス）での洗礼者
ヨハネの頭部発見を伝えている（7）。この知らせ
がストゥディオスによる洗礼者ヨハネの聖堂建
立の契機となった可能性がある。この453年は，
ビザンツでよく使用された15年周期の暦イン
ディクティオン（ ）の６年に当たるが，
ストゥディオス修道院遺構の調査を行ったドイ
ツのU. ペシュロフ（Peschlow）によれば，モル
タル土台の中に大量の煉瓦が発見され，その煉
瓦には製作年と見られるインディクティオン３
年，４年，５年の刻印が押されていた（8）。彼は，
これを450年から452年に該当するのではないか
と判断している。
　10世紀後半に編まれた一種の百科全書『スダ
（ ）』のストゥディオス（人名）の項の傍
注には，その建物が初めは公教会に属していた
が，後に修道院になったと記されている（9）。洗
礼者ヨハネの聖遺物を所有していたかどうか
は，明白ではないが，ストゥディオスは，自分
が建設した聖堂の権利を放棄した功績でコンス
ルになったが，後に何らかの理由で彼に聖堂が
返され，修道院に転用された。したがって，実
際の修道院として出発は，彼のコンスル在職
（454年）以後であった。この際，ストゥディオ
スは，「眠らない人々（ ）」を修道士
として聖堂に定住させた（10）。彼らは，当時ヴォ
スポロス海峡のアジア側のイリネオン（現チュ
ブクル）にあったアキミティの修道院から招か
れた（11）。この修道院は，初め５世紀前半にコ
ンスタンティノープルに元帝国官吏のアレクサ
ンドロスが任地のシリアから首都に戻った後，
自ら院長となり創設された。アレクサンドロス
の方針で一日中，昼も夜も奉仕の詠唱を絶やさ
なかったことから，この共同体は，「眠らない
人々」と呼ばれたが，おそらく修道院異端のメ
サリアノス派との非難を浴び首都を追われた。
しかし，イリネオンで５世紀半ばに院長になっ
たマルケロスの下には各地から多数の修道士が
集まっていたので，その一部がストゥディオス

の新たな共同体に移籍した。この後，ストゥディ
オス修道院でも「眠らない人々」の奉仕が行わ
れたと考えられる。

Ⅱ. 院長セオドロスの時代

　799年頃院長となったセオドロスは，ストゥ
ディオス修道士の中で最も有名なのだが，彼に
関する近年の研究は，意外にも多くない。それ
は，新しい史料校訂や現代語訳の少なさに比例
していると思われる。教会法との関連史料に限
定されるため，聖人文学関係のものは除かれて
いるが，T. T. マルティニュク（Martynyuk）の
文献案内から，最近の研究動向をつかむことが
できる（12）。セオドロスに関する比較的新しい
研究を数点あげると（13），R. チョリ（Cholij）の
著作は，修道院改革やイコン破壊運動反対がセ
オドロスの東方キリスト教の伝統に沿った彼の
信仰に発していることを系譜的に裏付けてい
る。T. プラッチ（Pratsch）の著作は，プロソポ
グラフィー研究（人物像研究あるいは人物情報
学）によってセオドロスの一族や修道士との関
係から彼の行動を分析している。まだ名字が使
用されていない中期ビザンツ期では，やや飛躍
した結論が多いように感じられる（14）。P. J. ハ
トリ（Hatlie）の博士論文は，セオドロスが多
数残した書簡を十分に利用した本格的な研究と
見られるが，論文が非公開なのが残念である。
　セオドロスの書簡は，最も重要な史料の一つ
であることは間違いない（15）。彼は，皇帝コン
スタンディノス６世（在位780 – 797年）の離婚
に関する２度の「姦通論争」での追放期間（797
年と809 – 811年）と皇帝レオン５世（在位
813 – 820年）のイコン破壊運動再開後の追放期
間（815 – 826年）にも多くの書簡を発信してい
た（16）。宛名には，母親のセオクティスティや
伯父で霊父のプラトンを始め，修道士や修道女，
聖俗の高位高職を有する人，女帝のイリニ（在
位797 – 802年），皇帝のニキフォロス１世（在
位802 – 811年），コンスタンティノープル総主
教のニキフォロス１世（在位806 – 815年），ロー



コンスタンティノープルのストゥディオス修道院―歴史と史料―

　　 ─　　─（　 ）149198

マ教皇のレオ３世（在位795 – 816年）やパスカ
リス１世（在位817 – 824年）の名前が記され，
さらに教会会議宛のものも存在した。現在では
G. ファトゥロス（Fatouros）が校訂した564通
の書簡（内４通は本文なく実質560通）が利用
可能である（17）。
　セオドロスの名を世に知らしめたのは，イコ
ン破壊運動に対する徹底的な抵抗の姿勢であっ
た。 . . ザルコス（ ）が現代ギリシア
語対訳を付したセオドロスの『イコン破壊論者
駁論』３編は，J. –P. ミーニュ（Migne）の『教
父著作大全』に収録されたシルモン版を再編集
したものである（18）。なおこれらには英訳と第
１駁論のみ日本語訳がある（19）。
　しかし，セオドロスがヴィシニア地方の家族
修道院サクディオンから伯父のプラトンととも
に院長としてストゥディオス修道院に移籍した
後（20），最も心血を注いだのは，修道制の「改革」
であった。当時のストゥディオス修道院は，「眠ら
ない人々」の流れを汲む「先住者（ ）」
の神秘主義的傾向が色濃い共同体であった（21）。
セオドロスは，古代修道院の厳格な共住制への
復帰をめざした。そのため彼は，多数の修道教
育講話を作成した。そのように重要な史料であ
るにもかかわらず，セオドロスの修道講話は，
必ずしも利用しやすいとは言いがたい。まず『修
道小講話』は，現在でも1891年に出版されたオ
ヴレ版が最良のテキストであり，134編の講話
を収録している（22）。近年，オヴレ版を底本と
したフランス語とイタリア語の翻訳版が刊行さ
れた（23）。
　セオドロスの『修道大講話』に関しては，事
情がやや複雑になる。写本の系統により，３つ
に分けられ，第１巻には87編，第２巻には128編，
第３巻には少なくとも40編が含まれている（24）。
しかし，第１巻の大講話の87編の内，ギリシア
語テキストが刊行されているのは，フランス国
立図書館所蔵の12世紀のパリ=ギリシア語写本
891に基づくコッザ ルージ版全111編の中の38
編にすぎない（25）。残りの49編は，未刊行の状

態である。しかし，第１巻の完全写本である10
世紀末から11世紀初めのパトモス写本111など
を基にJ. ルロワ（Leroy）が校訂した未刊行版
から，近年フランス語訳が出版された（26）。
　『修道大講話』第２巻の最良のテキストは，
パパドプロス－ケラメフス版である（27）。128編
ある第２巻の内，やはりパトモス写本111から
124編を収録している。残りの１編の断片と３
編の番号のみがボドレー図書館所蔵の12世紀の
バロッジ写本130にのみ伝わっている。また，
コッザ ルージ版にもパパドプロス－ケラメフ
ス版と重複する第２巻の40編が収録されてい
る。しかしその内，第２巻第30話（パパドプロ
ス－ケラメフス版第26話）は，第１巻第77話と
同一のため，第２巻独自のテキストは39編とな
る。第３巻に属す講話の数は，不明確である。
コッザ－ルージ版には，第１，２巻の講話以外
の34編が順序不同で収録されている。しかしそ
の内の第26番は，『小講話』第100話と同一であ
り，また『大講話』第１，２，３巻にも『小講
話 』 に も 分 類 で き な い「 講 話 外 典
（Extravagantes）」９編の内，８編が含まれてい
る。結局，コッザ－ルージ版で第３巻に属すと
考えられる講話は，25編のみである。
　アソス山のパンデレイモン修道院所蔵のパト
モス写本111および112から翻訳されたものを含
むロシア語版『大講話』がセオドロスの著作集
に収録されている（28）。ただし、第３巻第46話
のみ同修道院所蔵の17世紀の写本565から翻訳
されている。これには，『修道大講話』第１巻
87編，第２巻124編，第３巻46編が所収されて
いる。フランス語版と同様にそこから第１巻の
ギリシア語テキストのない49編の内容を知るこ
とができる。またロシア語版の第３巻の中には
外典も含まれており，コッザ－ルージ版の33編
と重複している。その内訳は，外典７編と第３
巻26編で，後者の内，コッザ－ルージ版第16話
と重なるロシア語版第３巻第９話は第１巻第42
話と同一である。結局，第３巻独自のギリシア
語テキストは25編となる。ロシア語版には他の
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ギリシア語校訂版とフランス語翻訳版からは知
り得ない13編の講話が存在しているが，使用に
は注意が必要である。
　セオドロスの「改革」の集大成として作成さ
れたのが，彼の死（826年）の直前に書かれた
と見られる『遺言書』であった。近年，ミーニュ
の『教父著作大全』に収録されたシルモン版か
らの英訳が出版されたが，その後，O. ドゥル
イ（Delouis）による新たな校訂版がフランス
語の対訳を伴って出版された（29）。この史料は，
次に紹介する『規則』とともに「ティピコン
（ ）」と呼ばれる修道院文書に属してお
り，通常，創設者の伝記などによって創設の意
図が示されるが（30），いわば「第２の創設」を行っ
たセオドロスの事業継続をストゥディオス修道
士に託す内容になっている。ティピコンのもう
一つの文書『規則』は，おそらくセオドロスの
死後に作成された。２つの校訂版が存在する（31）。
さらに，第１部職務違反110項目と第２部奉仕
違反65項目を含む『罰則』の校訂版がミーニュ
の『教父著作大全』に収録されているが（32），
セオドロスの時代に帰すことができるのは，第
１部だけであると見られている。セオドロスの
名前を冠した罰則集が多く存在したが，近年，
校訂版が出されたものは，第１部とほぼ重複し
ている（33）。
　「ヤンヴォス（ ）」と呼ばれる短い形式
のセオドロスの詩が多数残されている。この史
料からも，やはり彼の「改革」への取り組みを
知ることが可能である。最新のP. シュペック
（Speck）による校訂版124編にはドイツ語訳が
添えられている（34）。
　伯父で共に院長を務めたプラトンに対する追
悼頌辞は，セオドロスの家族関係を知る上で，
重要である（35）。同様のことがサクディオン修
道院で共に修道生活を始めたセオドロスの母セ
オクティスティにも言えるが，彼女の追悼頌辞
には，最近，２つの新しい校訂版がそれぞれイ
タリア語と英語の翻訳とともに出版された（36）。
セオドロスとほぼ同時代を生きた証聖者セオ

ファニスに対する頌辞も新しい校訂版とフラン
ス語訳が出された（37）。
　セオドロスの活動を描いた主な聖人伝は，４
つあり，それぞれ慣用的に『セオドロス伝A，B，
C，D』と呼ばれている（38）。従来，それらの中
で唯一著者がはっきりしており，その他の聖人
伝が依拠していると見られる『セオドロス伝B』
は，855年以降にストゥディオス修道院の修道
士ミハイルが書いたオリジナル作品であると考
えられてきた（39）。しかし近年，D. クラウスミュ
ラー（Krausmüller）の文献学的研究によって『セ
オドロス伝B』には原作が存在しており，それ
が総主教メソディオス１世（在位843 – 847年）
の現存しない『セオドロス頌辞』であったとの
提起が行われた（40）。この問題については，次
節と大きく関わってくる。

Ⅲ. ストゥディオス修道士のシスマ

　ビザンツでほぼ120年にわたって続いたイコ
ンをめぐる対立は，息子の皇帝ミハイル３世（在
位842 – 867年）の摂政として実権を握った崇拝
派のセオドラによって幕が下ろされた。セオド
ラにその大役を託されたのは，シチリア出身の
修道士メソディオスであった。彼は，コンスタ
ンティノープル総主教メソディオス１世（在位
843 – 847年）として843年に首都で教会会議を
開催し，イコン崇拝の復活を宣言した。その際
に，彼が作成した文書は，毎年復活祭前の四旬
節最初の日曜日の正教祭で読み上げられる儀式
書『正統信仰のシノディコン（

）』となった（41）。その文書では，
正統信仰の守護者を記念する一方で，イコン破
壊者などを呪詛する形式をとっている。現存す
る文書が成立当初の形を完全にとどめている訳
ではないが，そこではストゥディオス修道院長
セオドロスも記念されている（42）。しかし，ス
トゥディオス修道院と総主教メソディオスの関
係は，必ずしも良好ではなく，845年または846
年には「ストゥディオス修道士のシスマ」とい
う事件が発生した（43）。
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　この事件に関連して，メソディオスがストゥ
ディオス修道士に宛てた２通の書簡と８つの断
片史料が存在する（44）。１通の書簡は，セオド
ロスの後継者ナフクラティオスとアサナシオス
の２人に対する告発状であり，もう１通は彼ら
を呪詛した破門状である。告発の根拠は，彼ら
２人がセオドロスから共同体を引き継いだ手続
き上の問題であったが，実際には，総主教の権
威を否定したことに対する処置であった。メソ
ディオスは，かつてセオドロスが２人の総主教
タラシオス（在位787 – 806年）とニキフォロス
１世を非難して書いた文書の呪詛を２人に求め
たが受け入れられなかった。しかし，この継承
手続き問題は，イコン破壊派の聖職者に対する
処遇について，すでに両者間に存在していた対
立の口実でしかなかったであろう。
　ここで注意が必要なのは，メソディオスがセ
オドロスの文書を呪詛の対象にしながらも，む
しろ自説を捨てて総主教に恭順したと一方的に
賞賛されたセオドロスの権威をメソディオスが
利用していたことである。それは，このシスマ
直前の844年にセオドロスと弟のヨシフの聖遺
物が首都に移送される許可をメスディオスが与
えていたことからも窺える（45）。したがって，
クラウスミューラーが主張するように，メソ
ディオスがセオドロスを讃える頌辞を書いた可
能性も十分にあるといえる。

Ⅳ. 新神学者シメオンとストゥディオス修道院

　10世紀の半ばに生まれた新神学者シメオン
［以下，シメオン］は，ストゥディオス修道院
で１年足らずの修練士生活を送ったが，実際に
はストゥディオス修道士にはならず，同じコン
スタンティノープルにある聖ママス修道院で修
道生活を送り，そこで院長となった。しかし，
彼は，14歳の時に頼りとしていたスパサロクヴィ
クラリオス（ ）の爵位
を持つ高官の伯父を亡くすと（46），ストゥディ
オス修道士のシメオン（シメオン=ストゥディ
ティス［以下，ストゥディティス］）の霊子と

なり，以来ストゥディティスが亡くなるまで20
年以上にわたり，霊的指導を受けた。さらに，
シメオンが追放中に弟子となり，彼の聖人伝を
書いたニキタス=スティサトスは（47），後にス
トゥディオス修道院長となった。シメオンの思
想と行動にはストゥディオス修道院と大きな繋
がりがあると考えることができる。霊父ストゥ
ディティスは，彼にいわば霊的英才教育を施し
たが，その方針がストゥディティスの修道講話に
示されている（48）。シメオンに関する近年の研究
の中で注目すべきは，H. アルフェイエフ（Alfeyev）
とH. J. M. タナー（Turner）の著作である（49）。
シメオンの活動を前者は，古代の教父に連なる
教育の系譜と見るのに対して，後者は，同時代
の社会で人々を結びつける霊父の役割を強調し
ている。さらに，美術史家のC. バーバー（Barber）
がイコン破壊運動後に生まれたイコン神学に対
するシメオンを含む11世紀の人々の思想的立場
を比較している（50）。シメオンが同時代人から
現実にはどのように見られていたのかを知る手
がかりを提示している。
　シメオンの著作は，セオドロスのそれとは対
照的にほとんどが『キリスト教資料叢書』の中
でフランス語対訳付きで新しい校訂版に置き換
えられ，他の現代語訳も出版されている。また
シメオンの現存する４通の書簡の内，１通しか
校訂版が存在していなかったが，近年全ての書
簡が英訳とともに出版された（51）。したがって
本稿では旧い校訂版やそれを基にした再編集版
については言及しない。彼の著作は，以下のよ
うに整理される。『講話』34編（52），『感謝祈祷文』
２編（53），『章』３編（54），『神学論文』３編（55），『倫
理論文』15編（56），『聖歌』58編（57）。

Ⅴ. 11世紀のストゥディオス修道院

　７世紀から15世紀の61に及ぶティピコンを英
訳した『ビザンツ修道院創設文書集』全５巻は，
この分野の研究に多大な貢献をもたらしている
が，そのストゥディオス修道院に関する解説で，
同院が10世紀末に帝国権威の敵対者から支持者
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に変わり，そのために帝国修道院となったとい
う概観が示されている（58）。もちろんこれは，
結果論であり，その文書史料が残されている訳
ではない。筆者の考えでは，むしろ事態は逆で，
11世紀の前半に皇帝の側がストゥディオス修道
院の支持者になったように思える。10世紀末の
新神学者シメオンの活動が，それまで絶対の霊
的指導力を持ってはいなかったストゥディオス
修道院長にカリスマ的性格を備えさせた結果，
歴代皇帝の霊父として権力を獲得することが可
能になったのである。
　1066年にストゥディオス修道院長ミハイル=
メルメントゥロスの命を受け，同院修道士セオ
ドロスが作成した大英博物館蔵『セオドロス詩
編』の細密画には，神による院長の叙任が描か
れている（59）。メルメントゥロスは，２度にわ
たる総主教ミハイル１世（在位1043 – 58年）の
干渉，１度目は1044年の『正統信仰のシノディ
コン』からのセオドロスの箇条削除，２度目は
1050年頃の修道士司祭のベルト着用非難を霊子
の皇帝コンスタンディノス９世（在位1042 – 55
年）の介入によって排除した（60）。こうした院
長のカリスマ化に寄与したのがシメオンの弟子
でストゥディオス修道士ニキタス=スティサト
スであった。彼は，師の多数の著作を編纂し（61），
1052年にはシメオンの聖遺物を首都に移送した
後，彼の聖人伝を書いて，その独特な霊父理解
を広めた。ニキタスは，その一方で，「1054年
のシスマ」に関与し，教皇レオ９世の使節のフ
ンベルトゥスなどと神学論争を行った（62）。
　10世紀末から12世紀末の間に，ストゥディオ
ス修道院から３人の総主教，アンドニオス３世
（在位974 – 979年），アレクシオス１世（1025 – 43
年），ドシセオス（1189, 1189 – 91年）が輩出さ
れた。３人とも教令を発布しているが，アレク
シオス１世が1027年11月と1028年１月に発布し
た２つの教令は，ビザンツ全体の修道院に関わ
る重要なものであった。それらの教令では，当
時問題化していた修道院財産の一般信者への委
託制度「ハリスティキ（ ）」の是正策

が示された（63）。またアレクシオスは，1034年，
コンスタンティノープルに聖母就寝修道院を創
設したが，その際，現存しているものとは別で，
より原型に近いストゥディオス修道院の『規則』
を基に，『ティピコン』を作成した。この『ティ
ピコン』は，現存しないが，1062年にキエフの
ペチェルスキー修道院長に就任したフェオド
シーがそれを利用したため，スラヴ語翻訳版が
残された。これまで，このスラヴ語版は，部分
的な校訂版しかなかったが，近年ほぼ完全な12
世紀のモスクワ=シノド図書館スラヴ語写本
330/380に基づく校訂版が出版された（64）。

おわりに

　1204年に首都コンスタンティノープルが十字
軍によって占領された際，ストゥディオス修道
院は，一時放棄されてしまうが，首都が奪還さ
れた後，1293年に再建された。14世紀前半に修
道士セオクティストスは，コンスタンティノー
プル総主教アサナシオス１世（在位1289 – 93年）
を讃える積極的な執筆活動を行い，聖人伝，頌
辞，奇蹟譚などを生み出した（65）。そこには，
修道士時代のアサナシオスの姿を通して，修道
服による院内の階層意識など多くの情報が記さ
れている。こうして，1453年に再びコンスタン
ティノープルがオスマン=トルコに占領され，
最終的に修道院としての活動を停止するまでの
間，ストゥディオス修道士は，やはり歴史的に
重要な史料を残し続けていた。
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